







What Is The Matter of Evaluation of Career Education?: A Note on Problems of Evaluation 





The aim of this paper is to clarify what factor related to problems teachers face on evaluation and 
assessment of career education through analysis of specific data sets from the Comprehensive Sur-
vey on Career Education, Guidance and Counseling including responses from 950 junior high school 
teachers and 1,978 senior high school teachers all over Japan. 
In the analysis, we overviewed the relation between a problem on worries on evaluation of career 
education and other 44 variables from 3 areas: 1) opportunities of professional development, 2) 
documents about students’ backgrounds, and 3) the present state of career education. 
The result of cross tabulation and exact test analysis shows that it is difficult for teachers to evalu-
ate their own career education practices when the school has no overall plan on career education. 
In conclusion, we confirm that it is important to have a plan for career education, and we need to 















つまり、キャリア教育の評価が課題となっている｡ 川崎が 2008 年の時点で既に指摘しているように、
「（引用者注：キャリア教育の）結果としてどのような教育効果が得られたのか、それが問われる時
                                                     


































調査は、平成 24 年 10 月上旬から 11 月中旬の期間で行われた。各都道府県、政令指定都市教育委
員会が所管する公立高等学校を母集団とし、中学校では 500 校、高等学校では全国で 1,000 校をサ
ンプルとして得られるよう都道府県、政令指定都市ごとに学校数を配分し、その数に従って対象校
を抽出した。このように選ばれた学校の中で、第 3 学年のホームルーム担任教員全員の中から無作




 配布数・回収数・回収率については、表 1 のとおり。  
 
表１ 各調査の配布数・回収数・回収率 
 配布数 4) 回収数 回収率 
中学校担任調査 （1,000 人） 950 人 95.0% 
高等学校担任調査 （2,000 人） 1,978 人 98.9% 





















 中学校担任調査 高等学校担任調査 
支援・能力開発 
18項目 
問 1(2) 読んだことがあるもの 
問 1(3) 参加した校内研修会 
問 2(2) 読んだことがあるもの 
問 2(3) 参加した校内研修会 
キャリア教育の計画・実施 
16項目 

















 以上の予測のもと、3 領域計 44 の変数 5) と、先述の、評価に関する悩みの変数との連関を検討し、
解釈を次章で示す。すべての変数に関して、評価に関する悩みの変数とのクロス表を作成し、独立
性の検定（両側）を行った 6)。ただし、変数の双方が 2 値を取るものになった場合は、代わりに正
確確率検定（両側）を行っている。また、変数のいずれかが 2 値ではなかった場合でも、期待度数
が 5 を下回るセルが全体のセルの 2 割を超えるか、期待度数が 1 を下回るセルがある時には、正確
確率検定を行った。なお、大量の変数を扱ったため、次章で図示するのは、p 値が 0.05 を下回った
ものに絞っていることを予め述べておく。 
３．分析の結果 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































引き（平成 23 年 11 月文部科学省）」）、(3)パンフレット「キャリア教育って結局何なんだ？（平成 21 年
11 月国立教育政策研究所）」（(3)パンフレット「キャリア教育は生徒に何ができるのだろう？（平成 22






















































































































項目 Factor1 Factor2 Factor3 Factor4 Factor5 共通性
キャリア教育に関する学年やホームルームの計画がない .906 .210 -.011 -.078 -.045 .925
キャリア教育の全体計画がない .730 .231 -.058 .052 -.074 .686
学校・学年の理解や協力が得られない .630 -.266 .157 .084 .072 .531
キャリア教育に関する指導の内容・方法をどのようにしたらよいか
わからない
-.001 .936 .100 -.280 .088 .786
キャリア・カウンセリング（進路相談）の内容・方法がわからない .124 .584 -.035 .087 -.065 .447
キャリア教育の計画・実施についての評価の仕方がわからな
い
-.052 .563 -.112 .398 .002 .546
キャリア教育と進路指導との違いがわからない .016 .438 -.085 .125 .040 .237
キャリア教育の適切な教材が得られない .009 .435 .198 .172 .026 .337
キャリア教育を推進する予算が確保されない .010 -.063 .848 .000 -.155 .681
キャリア教育にかかわる学習や体験活動の計画・実施にあたって
地域や企業等の協力が得られない
-.044 .098 .510 .032 .124 .314
キャリア・カウンセリング（進路相談）や進路に関する資料の保管・
活用のための施設・設備（進路相談室等）がない
.259 -.115 .395 .125 .071 .393
キャリア教育を実施する十分な時間が確保できない .122 .039 .389 -.017 .060 .218
保護者のキャリア教育に対する期待が進路先の選択やその合格
可能性に偏っている
-.153 .068 .328 .007 .275 .199
評価に基づいたキャリア教育の計画や実践に関する改善がなされ
ない
.020 .063 .018 .675 .078 .530
キャリア教育に関する研修の機会が得られない .044 .097 .106 .357 -.041 .211
キャリア教育にかかわる学習や体験活動について、保護者の理解
や協力が得られない
.128 -.077 -.045 -.033 .965 .969
生徒の進路意識や進路選択態度に望ましい変容が見られない -.182 .190 .070 .128 .402 .221
因子寄与 2.792 2.661 2.261 1.883 1.520








0.144 0.034 4.168 0.000 0.076 0.211 0.009 4.168 0.986
　(2)ホームルームのキャリア教育の計画は、生徒のキャリア発達の課題
に即して作成されたものである
0.091 0.034 2.634 0.009 0.023 0.158 0.004 2.634 0.749
　(12)グローバル化など社会・経済・産業の構造的変化に関する情報提供
や生徒主体の情報収集に取り組んでいる
0.103 0.045 2.297 0.022 0.015 0.190 0.003 2.297 0.631
　(13)就業体験（インターンシップ）などの将来の職業にかかわる体験活動
を実施している
-0.156 0.048 -3.221 0.001 -0.251 -0.061 0.006 3.221 0.896
　(14)就業体験（インターンシップ）での体験活動の実施では、事前・事後指
導を十分に行っている
0.134 0.048 2.798 0.005 0.040 0.229 0.004 2.798 0.798
問7利用している生徒理解のための個人資料（ただし，利用しない傾向が増す場合の効果を見ている）
　(2)日常の学習における意欲や態度 0.063 0.027 2.370 0.018 0.011 0.116 0.003 2.370 0.659
　(3)キャリア教育の記録（ポートフォリオ）や成果 0.052 0.022 2.394 0.017 0.009 0.095 0.003 2.394 0.667
　(4)キャリア教育にかかわる体験活動における意欲や態度 0.055 0.022 2.481 0.013 0.011 0.098 0.003 2.481 0.698





B 標準誤差 t 値 有意確率
95% 信頼区間 偏イータ 2
乗
 152 
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r -0.09 -0.11 -0.04 0.03 -0.02 0.01 0.03 0.02 0.04 0.03
p-value
(two-sided)
0.00 0.00 0.12 0.14 0.37 0.80 0.21 0.28 0.06 0.17


















































r -0.02 -0.07 0.02 0.02 -0.01 0.02 0.06 0.02 -0.03
p-value
(two-sided)
0.46 0.00 0.41 0.48 0.63 0.42 0.01 0.31 0.24
N 1,959 1,961 1,960 1,960 1,960 1,956 1,956 1,958 1,957
